
法学部 法律学科 （取得可能免許種：中学校／社会 高等学校／公民） 

１．教員養成の目標 

法学部 法律学科（以下、単に「本学部」という。）は、教育研究上の目的として、「幅広い教養と法学・政治学・法

政策学に関わる専門的知識に裏打ちされ、論理的に問題解決ができる能力を有し、主体的に社会貢献をなしうる人間力を

持った人材を養成する」ことを掲げている。 

こうした基本的な教育・研究上の目的を起点として、本学部では、大学の教員養成に対する理念に基づき、主として次

の観点から、高度な資質を持つ教員の養成を目指す。 

 

(ア) 人権保障、平等・正義に深く通じ、国内法から国際法までの基礎的な法的知識を幅広く身に着け、公正な判断が

できる能力を有する教員を養成する。 

(イ) 国内外の政治・社会の問題に広く関心を持ち、これをより良く解決するための政策的な思考を身につけ、専門性

を生かして現実社会の課題解決に貢献できる教員を養成する。 

(ウ) 主体性を持ち、かつ、他者と協力しながら、困難な課題に粘り強く取り組み、これを解決できる、総合的な人間

力を有する教員を養成する。 

 

２．教員養成の計画 

本学部においては、上記の資質を持つ教員を、とりわけ法学に重点を置きつつ、政治学、法政策学にいたるまで、基

礎・応用の科目をバランスよく配置したカリキュラムによって、養成することを計画している。 

まず、1年次には必修科目として「法学概論Ⅰ・Ⅱ」を置く。この科目において学生は、実定法（公法、民事法、刑事

法など）から法哲学に至るまで、法学全体の概要、および基本的な考え方を広く習得する。また、「リーガル・リサー

チ」を置き、学生は法学において必要な文献調査能力・情報処理能力を身につける。さらに、「憲法Ⅰ・Ⅱ」、「民法Ⅰ

A・B」および「国際法Ⅰ」などを配置し、国内外の公法・民事法の基礎を習得する。加えて、「政治学概論」等、政治学

の基礎的な知識・思考方法を獲得する。 

2年次以降は、学生の興味・関心に応じて、六法を中心に体系的に法律を学ぶ「法律学特修コース」、企業での職業生

活や消費生活と法との結びつきに重点を置く「企業法務コース」、地域に貢献する政策のあり方を実践的に学ぶ「地域政

策コース」、そして、スポーツ法政策を実践的に学ぶ「スポーツ法政策コース」の4つのコースに分かれ、それぞれの特

色に応じて政治・社会の課題を解決する専門的な知識・能力を習得する。また、コース選択により履修できる科目が極端

に限定されてないよう配慮しており、学生は自らの関心を広げることが可能である。 

加えて、1年次から「法学基礎演習Ⅰ・Ⅱ」を設け、2年次の前期には「プレ専門演習」を置いて学生のためにゼミ選択

の機会を確保した上で、2年次後期に「専門演習Ⅰ」、3年次に「専門演習Ⅱ」とゼミを開講している。学生は、それぞれ

の担当教員の指導の下で、より高度な専門的・先端的なテーマについて、問題の発見からその解決までをグループワー

ク、ディスカッション等を通じて達成する。そして、4年次の「卒業研究」で卒業論文をまとめ、報告する。これにより

学生は、必要な専門性と論理的思考力だけでなく、協調性やコミュニケーション能力、さらには研究を最後までやりきる

能力、総じて人間力を醸成する。 


